
森林な

よ
せ
ぎ
の
文
化
を
紡
ぐ
木
づ
か
い
の
ま
ち　

小
田
原
市

人々
第13回

　
小
田
原
市
は
、
城
下
町
で
あ
り
、
東
海
道
屈
指
の
宿
場
町
と
し
て
古
く
か
ら
発
展

し
、
明
治
以
降
は
政
財
界
人
や
文
化
人
の
別
荘
、
保
養
地
も
数
多
く
設
け
ら
れ
、
近
代

木
造
建
築
の
文
化
遺
産
が
残
る
と
と
も
に
、
寄
木
細
工
や
漆
器
等
に
代
表
さ
れ
る
木
工

芸
の
産
地
と
し
て
、「
木
の
文
化
」が
息
づ
く
ま
ち
で
す
。

　
全
国
的
に
見
て
林
業
の
規
模
は
小
さ
く
、
大
き
な
林
産
地
で
は
な
い
も
の
の
、
一
つ

の
ま
ち
に
山
・
川
・
里
・
海
が
あ
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
近
く
、「
川
上
」、「
川
中
」、

「
川
下
」の
人
材
と
技
術
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
を
強
み
に
、
近
年
、
産
学
民
官
の
連
携

の
下
、
地
域
の
森
林
資
源
を
活
か
し
た「
木
づ
か
い
の
ま
ち
」を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

森
×
海

　
小
田
原
の
名
産
品
と
い
え
ば
、
か
ま
ぼ
こ
。

水
分
調
整
の
役
割
を
担
う
そ
の
板
の
原
木
に

は
、
か
ま
ぼ
こ
の
色
や
風
味
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、
匂
い
が
ほ
と
ん
ど
な
く
色
も
淡
い
北
米
産

の
輸
入
モ
ミ
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
豊
か
な
海
を
作
る
の
は
森
で
あ

る
」と
い
う
想
い
か
ら
、
地
域
の
蒲
鉾
組
合
を
中

心
に
、
森
林
組
合
や
漁
協
な
ど
異
業
種
の
連
携

に
よ
り
研
究
を
重
ね
、
地
元
の
ス
ギ
間
伐
材
を

板
に
し
、
地
元
の
海
で
獲
れ
た
魚
で
作
る
オ
ー

ル
小
田
原
産
の
か
ま
ぼ
こ
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
か
ま
ぼ
こ
板
を
、
今
度
は
地
元

木
工
芸
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
、

積
木
の
お
も
ち
ゃ
に
商
品
化
。
森
と
海
を
つ
な

ぐ
小
田
原
な
ら
で
は
の
木
育
ツ
ー
ル
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
ま
す
。

木
×
ス
イ
ー
ツ

　
戦
国
時
代
、
豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
城
攻
め
に

築
い
た
石
垣
山
一
夜
城
。
相
模
湾
を
一
望
す
る

風
光
明
媚
な
土
地
の
そ
ば
に
、
日
本
屈
指
の
パ

テ
ィ
シ
エ
・
鎧
塚
俊
彦
氏
に
よ
る
農
園
併
設
型

の
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
販
売
さ
れ
る
特
製
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

は
、
蒲
鉾
の
よ
う
に
、
間
伐
材
ヒ
ノ
キ
の
板
の

上
に
地
元
産
み
か
ん
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
が
乗
る
ス
タ
イ
ル
。

　
ヒ
ノ
キ
の
香
り
と
み
か
ん
ジ
ャ
ム
の
酸
味
が

絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
逸
品
で
、
地
元
の
農
業
や

観
光
産
業
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
、
地
域
の

活
性
化
と
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
一
役
買
っ
て
い

親子で製材所を見学

小田原ならではの家づくりの実証モデルの一環と
して製作された、地域材を活用したバンガロー

小田原市がコーディネーターとなり、木の温もりと復興の
願いを込めて福島県相馬市に贈られた「木の郵便ポスト」
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木
を
寄
せ
、
技
を
寄
せ
、

人
を
寄
せ
、
心
を
寄
せ
る

ま
す
。木

×
郵
便
　
森
か
ら
の
手
紙

　
製
材
工
程
で
生
ま
れ
る
間
伐
材
の
端
材
を

有
効
活
用
で
き
な
い
か
。
今
度
は
、
地
域
の
郵

便
局
な
ど
と
共
に
、
木
の
葉
書
を
開
発
し
ま
し

た
。

　
製
材
し
た
板
を
、
木
工
技
師
が
1
枚
1
枚

丁
寧
に
木
の
葉
書
に
仕
上
げ
、
市
内
の
障
が
い

者
福
祉
施
設
で
印
刷
や
包
装
等
を
行
う
な
ど
、

多
様
な
担
い
手
の
連
携
に
よ
っ
て
製
作
。

　

温
も
り
あ
る
木
の
葉
書「
森
か
ら
の
手
紙
」

は
、
地
域
の
森
林
の
整
備
・
保
全
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
活
性
化
や
福
祉
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。子

ど
も
も
大
人
も
木
育

　
小
田
原
で
は
、
小
学
校
な
ど
を
対
象
に
し
た

木
育
授
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

間
伐
‐
製
材
‐
加
工
と
い
う
、
木
の
も
の

づ
く
り
一
連
の
流
れ
を
実
際
に
見
学
・
体
験
し

な
が
ら
地
域
の
産
業
と
文
化
に
触
れ
、
最
後
に

地
元
の
木
を
使
っ
た
工
作
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
親
子
で
間
伐
・
製
材
を
見
学
・
体
験

で
き
る
ツ
ア
ー
や
、
妊
婦
さ
ん
や
乳
幼
児
を
持

つ
母
親
を
対
象
に
地
域
の
木
を
使
っ
た
お
も
ち

ゃ
作
り
な
ど
、
木
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
多
く

設
け
、
暮
ら
し
や
子
育
て
の
中
に
木
を
取
り
入

れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、「
大
人

の
木
育
」に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

よ
せ
ぎ
の
家
づ
く
り

　
地
域
の
森
林
組
合
や
木
材
組
合
、
建
築
士

団
体
や
大
工
・
建
築
団
体
に
、
大
学
な
ど
が
チ

ー
ム
と
な
っ
て
、
地
元
の
木
を
活
用
し
て
設
計

も
施
工
も
地
域
の
手
で
行
う
、
小
田
原
流
の
家

づ
く
り「
よ
せ
ぎ
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

思
い
を
木
に
託
し
て

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
小
田
原
の
森
林

再
生
と
被
災
地
支
援
を
目
的
に
民
官
連
携
で
立

ち
上
が
っ
た「
報
徳
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
小

田
原
の
偉
人
・
二
宮
尊
徳（
金
次
郎
）を
通
じ
た

縁
の
あ
る
福
島
県
相
馬
地
方
へ
、
小
田
原
の
木

を
活
用
し
た
仮
設
店
舗
や
施
設
の
木
質
化
、
木

の
郵
便
ポ
ス
ト
の
寄
贈
・
設
置
な
ど
、
様
々
な

支
援
協
力
を
通
じ
て
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
で
は
、
小
さ
な
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
い
手
が
す
ぐ
に
顔
を
合
わ
せ
ら

れ
る
環
境
を
活
か
し
、
１
つ
１
つ
に
物
語
性
を

持
た
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
「
木
を
寄
せ
、
技
を
寄
せ
、
人
を
寄
せ
、
心

を
寄
せ
る
ー
。」寄
木
細
工
の
ま
ち
ら
し
い
小
田

原
な
ら
で
は
の
魅
力
と
木
の
文
化
を
こ
れ
か
ら

も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

職人の手ほどきを受けながら、
小田原地域伝統の「木

もくぞうがん
象嵌」の

技術を活かして製作体験

２つの水槽に手入れした森林と
そうでない森林をつくっての「緑
のダム」の実験

妊婦さんや子育てママによる、
愛情こもった木のおもちゃづくり小田原の木づかいに関わる方々（提供：東海大学新聞）

地域材で製作された地元高校の下駄箱

卒業制作の木製校歌ボード
（小田原市立町田小学校）

小田原の森と海をつなぐオール小田原製かまぼこ（杉板使用）

木
の
葉
書「
森
か
ら
の
手
紙
」（
平
成
24
年
度
間
伐
材
利
用

コ
ン
ク
ー
ル
に
て
林
野
庁
長
官
賞
受
賞
）

小田原産ヒノキ板で美味になったロールケーキ

間伐材のかまぼこ板を木工芸
とデザイナーとのコラボにより、
積み木として商品化
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